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スペイン語学文学部門での面談	
  
　チャン・ティ・ミン・ヨイ副学部長（APU招聘）	
  
　チャン・カオ・ボイ・ゴック先生


　レ・ティ・カム・トゥイ先生	
  
　 




スペイン語学文学部門	
  
	
  
	
  

	
  	
  	
  	
  1)スペイン語は全国で国家大学（スペイン言語文学部門）およびハノイ外国語大学
の２か所のみ。ハノイは11年前創設でより歴史がある。 


　 2)スペイン語部門は2008年創設で、現在3年生（50人ずつ）までで総数150人。	
  
　 3)	
  1，2年はスペイン語基礎。	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  3年から文化を学ぶ。言語文学、歴史・地理など。スペイン語圏全般を扱う。 

　　　専門的研究というよりは広く学ぶ。 


　4)	
  専任教員２人（サラマンカ大学修士  スペイン語教育法）。 

　　　ネイティブ教員はスペイン人２、アルゼンチン人１、パナマ人１、プエルトリコ人１。	
  
	
  	
  	
  5)	
  45分授業×８コマ。日本の４コマ分。	
  
	
  	
  	
  6)	
  ３レベル（共通参照枠に基づき　A1,	
  A2,	
  B1　まで設定。しかしまだ評価するところ
まではいかない。スペインのDELE受験）。 


　7)	
  まだまだ潜在的需要ある。 

   8)	
   スペイン外務・国際協力省からの援助で作られた図書資料室。 

 






図書資料室


スペイン外務・国際協力省援助による 




日本学科


ベトナム学科




外国語教育センター 



//スペイン語も８つの言語（英、独、仏、ロシア、中国、日本、スペイン語、ベトナム語）
のうちの一つ。 


//社会人にも開放。	
  
//専門課程ではすでに専門を終えた学生も。 





２．スペイン語教育　	
  
　　からみたベトナム語教育	
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//　多言語国家	
  
　　スペイン語、カタルーニャ語	
  
　　バスク語、ガリシア語




CEFR　による	
  
レベル分け 


出典：吉島ほか訳・編（2004）「外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠」より作成
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東京外大 Concha	
  Moreno	
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 B1
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赤石浩紀氏（国家大学院生）聞き取り調査	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  2月3日 (ムイネー) 




論点	
  
　　「ヨーロッパ諸語とアジア諸語」	
  
　　‐CEFRの枠組みとアジア諸語「評価基準」の整合性‐	
  



1)     西洋語は１年で一通り文法骨格を終えて、次第に肉付けしていく。ベトナム語
の場合は、発音の理解が大きなウエイト。また文法カテゴリーごとに名詞、動詞
時制、形容詞…　のように進める必要なし。むしろ用法の違い、語順、接続のし
かたが高度化する。	
  




2)	
  	
  	
  	
  声調言語

       とくに声調言語の問題点：ベトナム語（タイ、カンボジア、中国語など）―初心者
はA	
  のハードルが高い。声調と語末子音をマスターすれば初級Ａを終えたに相応
しく、CEFRでいうと B	
  に至るまでに相当する。 


       これはCEFRと声調言語との整合性、すなわち A-­‐1,	
  A-­‐2	
  	
  が声調言語に適用する
かの問題になる。アジア諸語の評価システムを考える必要。 


	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  Cf.	
  非声調言語(フィリピン、インドネシア、日本語)についてはどうか？







　　　　　　↓	
  
3)	
  プロジェクトの課題として 

      アジア諸語を声調言語と非声調言語に分け、それぞれにふさわしいレ
ベル分けを模索する。CEFRとの食い違いを明らかにする。	
  

	
  	
  	
  	
  	
  （言語習得・言語教育の視点からある種の言語類型論を構築することに
なるか？）	
  

　　　　　　　　　　↓	
  
　　　　他にも声調言語圏における教育担当者・習得者調査。 
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